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降旗武彦.先生を偲んで

赤 岡 功

悲風千里 より至 る。昨年8月 のことであ った。

一週間の間隔をおいて通夜 と告別式が信濃大町であ ったので
,本 当に久 しぶ りに2回

信 州 に向か った。私 は,先 生か ら2度 目の破門中であ ったので,最 近10年 近 くは大町 を

通 る太糸線 に乗 る ことはなか った、,通夜 のために急いで宿 を予約 し列車 に乗 った ものの,

霊前 にお参 りが可能か ど うか もわか らなか ったか ら,お 宅まで伺 って も,宿 をキャ ンセ

ル し,そ のまま帰洛す ることもあ ると患 いなが ら,そ うな った として も,そ れ はそれで

降旗先生 とのお別れ としては,似 つかわ しい といえな くもない と思 ってい た。

思 い起 こせば,降 旗先生は,吹 雪 く北 山の峰 に凛 として立ち続 ける一本 の松の ような

人生 を過 ごされた.う ららかな春 に桜 をかざ して遊ぶ の大宮 人のような雅やかな祝筵 も.

先生 は大 いにお好みであ り,春 か ら初夏 にかけて京都 の名門女子大 の茶道部 と降旗ゼ ミ.

生 は,素 晴 らしい庭 に面す る茶室でお茶 会を楽 しむのが恒例であ った。手許の写真集を

と りだす と,大 学院生であ った私 も写 っている。 また,冬 にはク リスマス ・パーテ ィを

お開 きになってお られた。

しか し,先 生に とって穏 やかで優雅 な楽 しみ の春の期間 と,努 力の稔 りを双穫 し楽 し

む時期 はいつ も短かか った。多 くの年月は,積 乱雲の奇峰の下,雷 鳴が轟 くか,夏 の烈

.日,あ るいは雪の 降 りしきる厳冬 の 目々で あったよ うに思 う、,学徒 出陣 によ り巡洋艦

「矢矧 」で沖縄 戦に出撃。撃沈 さ.れて頭 部受傷,重 油が燃 え盛 る海を浮遊物 につか ま り

漂流中に戦 闘能力 を失った者への敵艦蔵機か らの銃撃 に瞋恚 の炎 を燃 され た。味方駆逐

艦 に救 われた ときは,重 傷 をお ってお られたが,佐 世保 と京都 日赤病院で の治療 により

奇跡的 に社会復帰 を果た された。

学究生活 に戻 られた後は,バ ーナー ドを 「飯野君,..緒 に訳 さないか?」 と同門の士

に提案 され,翻 訳 を完成された。その稔 りを楽 しむはずで あった ところが,し か し,同

書 の翻訳の改定の話が持ち ヒが り,当 初 は先生 もそれ に参加 されていたが,途 中でその
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作業 を先生 の側 がいわば 「破門(消 極的拒絶)」 をなさった。 その結果,バ ー ナー ド研

究の陣営か ら離れるこ とにな り,改 訳版で は翻訳者の名前 か ら先 生のお名前が消去 され

ることに なったが,当 時駆 げ出 しの大学 院生の私や助手 に就任 したばか りの浅 沼萬里氏

の意.見は採用されなか った、,先生 は,転 戦 されて 「管理過程理論 の新展 開」に向かわ れ

た。 ここで は,管 理過程であ る計 画,組 織,統 制 のサ イクルのそれぞれに,さ らに,計

画 の計画,計 画のための組織,計 画めための統制,組 織 のための計画、組織のための組

織 …… というような,管 理サ イクルのなかにさらにサ イ クルがあ るとす ることに よって,

管理過程論 を動態化す る考え方を示 された。この管理過程 の動態的捉 え方の有効性 は高

く,現 実 の企業での管理過程の理解 に大 きな貢献 をす る もので,一 つ の大 きな理論的な

潮 流にな るはずで あったが,し か し,「過程 理論だか ら古典的」 とす る,本 質 を読 み と

れないある経営学 の名 門中の名門大学の著名研 究者の単純な批判 に反発 は厳格 になさ り

なが ら,.し か し,ま た も積極 的戦い はなさ らず,戦 線 か らの撤収 とい う戦法 を選ばれ,

孤 高の道 へすす まれた 。

京都大 学経 済学部で は,1960年 代末か ら190年 代の学生運動 の吹 き荒れ た期 間に引 き

続 き,固 有の困難に直 而 したが,ま さに,こ の ときに,経 済学部長に就任 され,今 回は

陸上で矢弾 を一身にあび,健 康 を害 され辞任 なさ ったのである。

改めて振 り返 れば,先 生の研究 者 として の業績 は,バ ーナー ドの 日本への紹 介 ・普及

の先駆者,管 理過程理 論の動 態化,社 会技術 システム論,コ ンティンジェンシー理 論 と

広 く大 きい。 これ らの業績 について,公 平 に,実 際 の働 きか らみれば,戦 後の 日本の経

営研究 は先生の貢献抜 きには語 るのは困難 であるとい うのが真相であ る。 しか し,先 生

は,常 に孤 高へ と進路 をお と りにな り,他 を拒否 した理 由を公 にはいつ も語 られる こと

1::..'が ないため,そ のご貢献の本当の大 きさは,バ ーナー ドの紹介 ・普及 について さえ,私

や岸田民樹氏 などご く少数 のもの しか知 っていない。弟 弟了一,研究者 といわず,ゼ ミ生

といわず,先 生 に破 門された者 は少な くな く(誤 解 を招 くとい けない ので付言すれば,

岸田氏 はず っと先生 と良好 な関係 にあ る),私 も破門 中で あ り,い ま とな っては.も は

や未来永劫 にわた り破 門が解かれ ることはない とはいえ,私 が先生 の追悼 の文章 をあえ

てつづ るべ きだ と考 えたのは,語 らなければ消 えて しまう事柄 の存在,こ の故であ る。

先生 は,海 では沖縄沖で,陸 で は京都大学経済学部周辺で,雷 鳴,秋 霜烈 日,吹 雪 の

なかでいつ も戦 って こられた。 しか し,長 い戦いの合間には,妻 問か ら陽光 がさ し,春

の凱風がやさ しく草木を包むよ うな 目々があ った。昭和30年 代,島 根 では,カ ー ク ・ダ
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グ ラ 貞 に似 て い る と評 判")ハ ンサ ム な京 都 大 学 か らの 非 常 勤 講 師 の 降 旗先 生 に憧 れ る 女

子 大 生 を含 む学 生 に経 営学 を講 じ,講 義 の 合 間 に は宍 道 湖 で 釣 りを 楽 しま れ た し,野 球

はい つ も二 番 で セ カ ン ド,そ れ に..ス キ ー ・登 山,お 茶 会,お 月 見 に ク リス マ ス ・パ ー

テ ィ,信 州 青 木 湖 畔,中 綱 湖 畔 で の 合宿 に キ ャ ンプ 」フ ァイヤ ー ・… ・。 先 生 が 寛 が れ.

に こや か に し てお られ る多彩 な 場.面を想 起 す る とき,先 生 の81回 の 春 夏 秋 冬 は,陶 淵 明

の 「四時 」 の よ うで あ り,や は り充 実 した もので あ った と思 う。 先 生 の ご冥 福 を お 祈 り

した い 。

春水 四沢 に満つ 夏雲奇峰多 し

秋 月明輝 を掲 げ 冬嶺孤松秀ず(陶 淵明 「四時」)


